
概 要

運営主体 飯豊町ほほえみカー実行委員会（飯豊町社会福祉協議会）

事業目的 町営バスの利用者減への対策、交通空白地帯対策、隣接する長井市とのアク
セス確保のため、平成１７年１２月に本格運行を開始
※運行システムの整備に総務省「過疎地域等自立促進モデル事業費補助金」を活用

業務委託先 地元タクシー会社

利用方法 事前に会員登録し、利用の際は３０分前までに「予約センター」へ申込

運行形態 まちなか線 まちなかエリアと長井市（病院等）の間のデマンド運行
中津川線 中津川エリアとまちなかエリアの間のデマンド運行
まちエリア循環線 まちなかエリアの循環運行

利用料 町内 ４００円又は２００円（小学生、障がい者半額） 乗換割引２００円あり
町外 ６００円又は３００円（ 同 ） 乗換割引２００円あり

利用状況
（平成１９年度）

利用者計 ２０，９１１人 （１日当たり８６．８人（６０歳以上は、うち７０．８人））

収支
（平成１９年度）

収入 ２，１４４万円 （運賃収入 ８０１万円 町補助金１，２７３万円、広告収入他 ７０万円）

支出 ２，１４４万円 （タクシー借り上げ １，５７２万円、オペレータ人件費３５０万円、システム保

守・通信費 １５０万円 その他）

山形県飯豊町の事例

注）飯豊町資料をもとに作成

法２条
人口 ８，６２３人（Ｈ１７国調）
面積 ３２９.6㎢

参考資料 ２
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山形県飯豊町の事例

実施体制

利用の仕組み

運行イメージ
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概 要

運営主体 中川村、ＮＰＯ法人ふるさとづくり・やらまいか、中川村社会福祉協議会

事業目的 各種バス（村営バス、スクールバス、児童クラブ輸送バス、患者輸送バス、村内巡回バス
など）が運行されていたが、村営バスの利用者減、バス路線のない地域への対応など、
バス運行事業全体を効率的で機能的なものとするため、地域交通体系を見直し。平成１６
年１０月実施
※長野県「中山間地域等生活確保事業」補助金を活用

サービス内容 ① 村営巡回バス（→ＮＰＯに運行委託）
【３路線に機能集約】

② ＮＰＯ自家用車有償運送事業（過疎地有償）（ＮＰＯが実施主体）
【村営バス空白地帯をカバー】

③ 福祉輸送サービス（福祉有償）（社協に運行委託）
【要介護者の自家用車による送迎】

運行形態 ① 村営巡回バス 平日６時３０分から２１時まで毎日運行
② ２日前までに事前予約
③ 事前に会員登録、２日前までに事前予約

利用料 ① 1乗車大人２００円（定期券販売もあり）
② 従量制（タクシーのおおむね１／２の水準）
③ 従量制（２㎞まで２００円、以降２㎞ごとに１００円）

利用状況
（村営バス）

見直し前（平成１５年） ９，７２８人
見直し後（平成１９年）３３，８５６人

収支（村営バス）
（平成１９年度）

収入 ２，７４１千円
支出 ２１，７３３千円

長野県中川村の事例
法２条
人口 ５，２６３人（Ｈ１７国調）
面積 ７７．０５㎢

注）中川村資料をもとに作成 3



長野県中川村の事例

新体制に向けた
検討体制

交通の状況（ＪＲ）

村営巡回バス

福祉有償輸送

車両
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概 要

運営主体 上勝町

事業目的 タクシー会社の休業（平成１４年）により、身近な「足」の確保が急務となったた
め、構造改革特区制度を活用し、社会福祉協議会に事業委託することにより
福祉有償輸送事業を開始（平成１５年１０月）。
（同特区制度は、平成１６年５月に全国展開されている）
（平成１８年４月より運行委託先をＮＰＯ法人 ゼロ・ウェイストアカデミーに変更）

業務委託先 ＮＰＯ法人 ゼロ・ウェイストアカデミー

利用方法 ３６５日運行 ６：００～２０：００
会員登録制
原則平日の８：３０～１７：００に予約を行う。

利用料 運賃 １ｋｍ当たり１００円
迎車料金 １００円（利用の依頼を受けて、利用会員宅まで迎えに行く料金）
時間待ち料金 １００円／１０分（利用中に買い物等時間待ちがあった場合）

利用状況 （平成１９年度） ７１６回（延べ９５８名）
（登録運転手２０名、登録車両２１台）（平成２０年７月１日現在）

公的支出 国・県の補助金なし

町の負担は、車両に「有償輸送車両」の掲示をするためのマグネットシール代
（５万円）

徳島県上勝町の事例
法２条
人口 １，９５５人（Ｈ１７国調）
面積 １０９．６８㎢

注）上勝町資料をもとに作成 5
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